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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

井
川
雅
子
氏
（
静
岡
市
立
清
水
病
院
口
腔
外
科
非
常

勤
歯
科
医
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

１
０
０
人

原
因
不
明
の
歯
痛
・
顔
面
痛
を
ど
う
診
断
す
る
か
〜

レ
ン
ト
ゲ
ン
で
異
常
が
な
い
の
に
な
ぜ
歯
に
痛
み
を

訴
え
る
の
か
？
〜

２
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

津
崎
哲
郎
氏
（
元
大
阪
市
中
央
児
童
相
談
所
所
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

児
童
虐
待
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
医
師
・
歯
科
医
師

に
で
き
る
こ
と

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会　

ち
ょ
っ
と
遅
め
の
新
年
会

日
時　

２
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

高
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
歯
科
学
准
教
授
）

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
２
０
人

内
容　

 

①
高
齢
者
の
心
身
等
の
特
性
②
口
腔
機
能
の
管
理
③

緊
急
時
対
応
等

※
「
修
了
証
」
を
発
行
し
ま
す

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係
る
研

修
会

日
時　

２
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

伊
藤
幸
子
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
・
税
理
士
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

確
定
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
―
税
制
の
改
正
点
と
医
業
税

制 確
定
申
告
直
前
学
習
会

日
時　

２
月
18
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
無
料
（
会
員
限
定
）

持
参
物　

 

『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
テ
キ
ス
ト
』

（
２
０
１
３
年
８
月
版
）

新
規
開
業
医
講
習
会
「
新
規
個
別
指
導
対
策
編
」

強
気
の
米
と
２
国
間
交
渉
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
罠　

番
外
編
㊤

ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
・
内
田
聖
子
事
務
局
長
に
聞
く

規
制
撤
廃
を
迫
る

―
―
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
も
う
終
わ
っ

た
と
み
て
い
い
？

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
大
統
領
就

任
で
発
効
は
難
し
い
で
し
ょ

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
か
ら
の
離
脱
を
明

言
す
る
ト
ラ
ン
プ
氏
が
米
大
統
領
に
就
任
し
た
。
こ
れ

で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
終
わ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
の
か
。
今

後
の
動
向
や
日
本
と
米
国
の
思
惑
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
運
動
を
進
め
て
き
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ

ン
タ
ー
（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
の
内
田
聖
子
事
務
局
長
に
話
を

聞
い
た
。

う
。
し
か
し
、
日
本
に
つ
い

て
い
え
ば
、
今
後
日
米
の
２

国
間
交
渉
が
行
わ
れ
、
米
側

が
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
る

日
本
の
規
制
・
制
度
を
撤
廃

せ
よ
と
迫
っ
て
く
る
の
は
確

実
で
す
。
衆
参
両
院
で
採
決

お
り
、
米
国
は
強
気
で
臨
ん

で
く
る
で
し
ょ
う
。

―
―
発
効
の
見
込
み
が
な
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
強
行
採
決
し
た
の

す
。
日
本
政
府
は
こ
こ
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
基
準
を
持
ち
込
も
う
と

し
て
い
ま
す
。
市
民
社
会
が

問
題
視
し
て
い
る
新
薬
の
デ

ー
タ
保
護
期
間
延
長
や
、
多

り
、
イ
ン
ド
な
ど
か
ら
批
判

さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ガ
協
定
は
暗
礁

間
の
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
、
欧
州
連
合

と
カ
ナ
ダ
間
の
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ａ
、

さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
関

わ
る
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ａ
な
ど
、
こ
の

間
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ガ
貿
易

し
た
以
上
、
国
際
的
に
は
日

本
の
意
思
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

内
容
を
認
め
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
２
国
間

交
渉
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
水
準
か
ら
出

発
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
以
前
か

ら
日
本
は
日
米
並

行
協
議
で
米
国
要

求
を
飲
ま
さ
れ
て

は
な
ぜ
？

　

ア
ジ
ア
の
国
々
と
は
現

在
、
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的

経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
協

定
に
つ
い
て
交
渉
し
て
い
ま

国
籍
企
業
に
有
利
な
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｓ
（
政
府
と
投
資
家
の
紛
争

解
決
手
続
き
）
条
項
な
ど
で

す
。
日
本
は
ま
る
で
ミ
ニ
米

国
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
お

―
―
そ
の
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
を
含

め
、
多
国
間
の
自
由
貿
易
協

定
は
ど
う
な
り
そ
う
？

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
ほ

か
に
も
、
欧
州
連
合
と
米
国

協
定
が
追
求
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
交
渉
は
う
ま

く
い
か
ず
、
暗
礁
に
乗
り
上

げ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
ど
ん
な
枠
組
み
で
進

め
て
い
く
の
か
が
大
き
な
課

題
。
２
国
間
交
渉
を
含
め
ど

ん
な
形
に
な
る
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
問
題
は
、
誰
の

た
め
の
協
定
な
の
か
、
誰
が

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
握
る
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

 
（
つ
づ
く
）

張
村　

善
紀
さ　

　

ん
（
堺
市
）

音楽への憧れを抱いて

会
員
会
員  　
　
　
　

フ
ォ
ー
カ
ス

フ
ォ
ー
カ
ス

　

指
で
弦
を
弾
く
と
包
み
込
む
よ

う
な
心
地
良
い
音
が
響
い
た
。

　

「
良
い
音
で
し
ょ
う
。
形
や
色

合
い
も
優
雅
で
ほ
れ
ぼ
れ
す
る
」

　

ギ
タ
ー
を
始
め
て
３
年
目
。
言

葉
の
端
々
に
喜
び
が
に
じ
む
。

　

月
２
回
は
講
師
の
指
導
を
受

け
、毎
晩
自
宅
で
練
習
す
る
日
々
。

「
通
勤
電
車
で
も
カ
バ
ン
の
端
を

弦
に
見
立
て
、
指
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
」
ほ
ど
夢
中
だ
と
か
。

　

レ
ッ
ス
ン
中
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
・

ギ
タ
ー
の
曲
は
、「
オ
ー
・
ソ
レ

・
ミ
オ
」
な
ど
の
イ
タ
リ
ア
大
衆

歌
曲
。
弾
き
語
り
も
し
た
い
が
、

「
今
は
演
奏
す
る
の
に
必
死
で
、

鼻
歌
ぐ
ら
い
し
か
…
…
」
と
自
嘲

気
味
に
話
す
。

　

元
来
、
音
楽
好
き
。
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
ソ
ン
グ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
演

歌
ま
で
守
備
範
囲
は
広
い
。
高
校

い
な
が
ら
演
奏
で
き
る
し
、
弦
を

弾
け
ば
音
が
出
る
」。
そ
ん
な
軽

い
気
持
ち
で
始
め
た
。

　

そ
こ
か
ら
は
苦
闘
の
毎
日
。
指

が
思
う
よ
う
に
動
か
ず
、
メ
ロ
デ

ィ
ー
に
追
い
つ
か
な
い
。「
若
い

頃
に
始
め
た
ら
ス
ム
ー
ズ
に
指
が

動
い
た
の
に
」
と
の
思
い
が
よ
ぎ

る
が
、
後
悔
先
に
立
た
ず
。「
や

る
し
か
な
い
」
と
没
頭
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
７
曲
を
習
得
し

た
。
練
習
を
す
る
た
び
に
「
奥
深

さ
を
実
感
す
る
」
と
。「
指
先
の
テ

の
時
に
は
合
唱
団
に
参

加
し
た
こ
と
も
。
長

年
、
多
忙
を
理
由
に
遠

ざ
か
っ
て
い
た
が
、

「
一
つ
ぐ
ら
い
楽
器
を

演
奏
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
と
の
思
い
が

強
く
な
っ
た
。

　

「
青
春
時
代
、
楽
器

は
高
級
品
で
買
え
な
か

っ
た
か
ら
。
心
の
ど
こ

か
に
憧
れ
が
あ
っ
た
」

　

ギ
タ
ー
に
挑
戦
し
た

の
は
69
歳
の
時
。「
歌

ク
ニ
ッ
ク
に
加
え
、
音
色
の
美
し

さ
、
強
弱
、
間
の
取
り
方
…
…
。

表
現
力
が
強
く
求
め
ら
れ
る
」

　

目
標
は
、ギ
タ
ー
の
名
曲「
ア
ル

ハ
ン
ブ
ラ
の
思
い
出
」
を
弾
く
こ

と
。
同
じ
音
を
連
続
し
て
小
刻
み

に
奏
で
る
高
度
な
技
術
が
必
要

で
、断
念
す
る
人
も
多
い
と
い
う
。

　

「
今
は
と
て
も
そ
の
レ
ベ
ル
じ

ゃ
な
い
け
ど
。
講
師
に
は
内
緒
で

練
習
し
て
い
る
」
と
い
た
ず
ら
っ

ぽ
く
笑
っ
た
が
、
弦
を
押
さ
え
る

指
先
は
硬
く
な
っ
て
い
た
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
が

２
０
１
４
年
に
施
行
さ
れ
、

誰
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
環
境
の
整
備
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。同
書
は
、貧
困

の
基
本
的
な
知
識
と
デ
ー
タ

に
加
え
、
社
会
的
背
景
や
子

ど
も
へ
の
影
響
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
。
自
治
体

が
取
り
組
む
べ
き
支
援
策
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

貧
困
を
放
置
し
な
い
社
会
・

地
域
を
つ
く
る
た
め
、
自
治

体
職
員
や
教
職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
医
療
関

係
者
に
も
役
立
つ
一
冊
。

対
策
考
え
る
一
助
に

『子どもの貧困ハンドブック』
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愛
用
の
ギ
タ
ー
は
日
本
の
職
人
が
手
が
け
た
「
ア

ス
ト
リ
ア
ス
」。
毎
日
の
練
習
を
欠
か
さ
な
い
ほ

ど
打
ち
込
ん
で
い
る


